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平成 29 年 6 月 13 日 
東京電力ホールディングス（株） 

 
白河火砕流堆積物群について 

 
１．白河火砕流群の給源について 

 第四紀噴火・貫入活動データーベース(2014)1）によれば，塔のへつりカルデラ群が白河

火砕流群の給源とされている。 
 
２．鈴木ほか（2017）で示される６枚の火砕流堆積物群について 

 東京電力が，塔のへつりカルデラ群の活動履歴の参考文献としている Yamamoto
（2011）2）には，５つの火砕流堆積物（隈戸，芦野，南倉沢，西郷，天栄）が示され

ている。 
 鈴木ほか（2017）3）には，６つの火砕流堆積物（隈戸，赤井，芦野，西郷，勝方，天

栄）が示されている。 
 Yamamoto（2011）と鈴木ほか（2017）では，４つの火砕流堆積物（隈戸，芦野，西

郷，天栄）が重複して示されている。 
 一方，黒川ほか（2008）4）では，山元ほか（2005）5）が天栄火砕流堆積物に対比して

いる露頭（会津坂下町勝方西方林道脇のダム周辺）を勝方火砕流堆積物と仮称してい

る。 
 また，村田・鈴木（2011）6）では，山元ほか（2005）により隈戸火砕流堆積物とされ

た会津若松市赤井における火砕流堆積物を赤井火砕流堆積物として新たに記載してい

る。 
 以上のことから，白河火砕流堆積物群の区分に関する見解は異なるものの，いずれも

同じ火砕流堆積物群について，検討しているものと考えられる。 
 
３．塔のへつりカルデラ群の活動履歴について 

 東京電力が Yamamoto（2011）に基づいて整理した塔のへつりカルデラ群の活動履歴

には，上記の通り赤井，勝方の火砕流堆積物も含まれるものと考えられ，その活動年

代は，隈戸～天栄まで約 1.4Ma～約 1.0Ma と評価している（第１図参照）。 
 一方，鈴木ほか（2017）では，白河火砕流堆積物群の活動年代は隈戸～勝方まで約 1.5Ma

～約 0.9Ma とされている。 
 仮に鈴木ほか（2017）による活動年代を考慮したとしても，塔のへつりカルデラ群に

関するこれまでの評価「全活動期間よりも最新活動からの経過期間が長いことから，

将来の活動可能性はない。」に影響はないと判断される。 
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第 1図 塔のへつりカルデラ群の階段噴火図 


